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「老いを生きる」を考える

七
月
三
―
四
日

藤
学
園
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
に
て

年
々
参
加
者
が
減
少
す
る
中
約
四
十
名
の
司
祭

が
参
加
し
『
北
海
道
の
宣
教
司
牧
』
に
つ
い
て
講

演
と
話
合
い
が
行
わ
れ
た
。

今
回
は
新
た
に
、
七
月
一
日
に
山
鼻
教
会
に
助

任
司
祭
と
し
て
赴
任
し
た
ば
か
り
の
宋
榮
峻
神
父

（
韓
国
・
議
政
府
教
区
）、
三
月
に
叙
階
し
た
月

寒
教
会
助
任
司
祭
の
森
田
健
児
神
父
、
四
月
一
日

か
ら
北
十
一
条
教
会
の
助
任
司
祭
で
あ
る
上
原
博

之
神
父
（
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
）
が
始
め
て
参
加
。

第
一
日
目
は
、
ラ
イ
ヤ
神
父
の
司
会
進
行
で
、

地
主
司
教
の
挨
拶
、
運
営
委
員
長
の
勝
谷
神
父
の

挨
拶
が
あ
り
、
講
師
で
あ
る
Ｗ
・
キ
ッ
ペ
ス
神
父

様
（
臨
床
パ
ス
ト
ラ
ル
ケ
ア
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー

所
長
、
レ
デ
ン
プ
ト
ー
ル
会
）
に
、
テ
ー
マ
に
則

り
講
演
し
て
頂
い
た
。

キ
ッ
ペ
ス
師
は
、
生
き
る
と
は

①
自
分
に
責
任
を
持
つ
こ
と

②
自
分
が
成
長
す
る
こ
と

③
自
分
が
変
わ
る
こ
と

と
語
っ
た
。
例
え
ば
、
記
憶
力

を
維
持
す
る
た
め
の
努
力
な

ど
、
自
分
が
自
分
に
責
任
を
も

つ
努
力
を
す
る
こ
と
は
と
て
も

大
切
な
こ
と
。
成
長
す
る
こ
と

は
変
わ
る
こ
と
で
あ
り
、
闘
い

や
苦
痛
を
伴
う
が
、
変
わ
ら
な

け
れ
ば
成
長
し
な
い
。
成
長
す

る
こ
と
に
年
齢
は
関
係
な
く
、

い
つ
で
も
成
長
で
き
る
。
そ
し

て
、
生
き
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
な

い
の
で
、
個
人
個
人
が
自
分
で

自
分
の
「
生
き
る
こ
と
」
を
創

り
上
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
、

と
話
し
た
。
ま
た
、
変
わ
る
こ

と
に
は
、
歳
を
と
る
（
と
ら
さ

れ
る
）
こ
と
、
衰
え
る
こ
と
、

病
気
に
な
る
こ
と
（
自
分
で

作
っ
た
病
気
は
、
作
ら
な
い
よ

う
に
す
る
）、
死
ぬ
こ
と
が
あ

る
。
し
か
し
、
誰
も
死
を
経
験

し
た
人
は
い
な
い
の
で
、「
死
」

が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
語
る
こ

と
は
で
き
な
い
。「
死
の
専
門

家
」
は
、
死
か
ら
復
活
さ
れ
た

イ
エ
ス
だ
け
で
あ
る
と
語
っ

た
。死

に
臨
む
人
に
臨
床
パ
ス
ト

ラ
ル
ケ
ア
と
し
て
我
々
が
で
き

る
の
は
、「
変
わ
る
こ
と
を
援

助
さ
せ
て
も
ら
う
」
こ
と
で
あ

る
。詩

編
に
�
今
日
神
の
声
を
聞

く
な
ら
…
�
と
あ
る
よ
う
に
、

「
今
」
を
大
切
に
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
死
に
臨
む
人
に

生
き
る
刺
激
を
与
え
る
に
は
、

自
分
自
身
が
本（
物
）者
で
あ
る

こ
と
、
自
分
が
無
力
で
あ
る
こ

と
を
認
識
す
る
こ
と
、
繰
り
返

し
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

あ
る
死
に
臨
ん
で
い
る
司
祭

に
「
司
祭
に
大
切
な
こ
と
は
何

で
す
か
」
と
聞
い
た
ら
、「
笑

う
（
微
笑
む
）
こ
と
」
と
答
え

ら
れ
た
。
介
護
・
看
護
す
る
に

は
、
①
沈
黙
と
退
屈
の
達
人
で

あ
る
こ
と

②
無
力
で
あ
る
こ

と
―
こ
れ
が
力

③
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
待
つ
姿
勢
で
あ
る
こ
と

（
相
手
に
合
わ
せ
て
接
す
る
姿

勢
、
自
分
の
中
の
考
え
と
自
分

の
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
キ
チ
ン
と
持

つ
こ
と
）

④
気
付
き

⑤
さ

せ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
で
あ

り
必
要
で
あ
る
と
結
ば
れ
た
。

講
演
の
最
後
に
は
、
①
自
分

が
で
き
る
こ
と
、
②
自
分
し
か

出
来
な
い
こ
と
、
③
今
し
か
出

来
な
い
こ
と
、
④
今
始
め
て
で

き
る
こ
と
を
各
自
羅
列
し
て
、

身
体
的
・
社
会
的
・
心
理
的
・

知
的
・
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
に
分

類
す
る
分
析
方
法
を
学
ん
だ
。

午
後
か
ら
は
、
分
か
ち
合
い

を
行
い
、
お
互
い
に
今
を
生
き

る
こ
と
を
見
つ
め
な
お
し
た
。

夜
の
懇
親
会
で
は
、
地
主
司

教
の
霊
名
の
お
祝
い
も
行
わ

れ
、
一
年
に
一
度
の
旧
交
を
深

め
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
た
。

第
二
日
目
は
、
地
主
司
教
か

ら
と
、
各
委
員
会
か
ら
の
報
告

が
な
さ
れ
今
年
の
大
会
を
終
了

し
た
。

列
福
式
に
向
け
て
動
き
出
す
！

六
月
一
日
に
教
皇
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
十
六
世

に
よ
る
裁
可
に
伴
い
列
福
が
正
式
に
決
定
！

列
福
決
定
に
伴
い
二
日
、
長
崎
に
お
い
て

「
ペ
ト
ロ
岐
部
と
一
八
七
殉
教
者
」
列
福
式

実
行
委
員
会
（
委
員
長：

高
見
三
明
大
司

教
）
を
立
ち
上
げ
、
今
後
、
教
皇
庁
と
調
整

を
し
な
が
ら
列
福
式
の
準
備
を
進
め
て
い
く

こ
と
と
な
り
ま
す
。

日
本
の
教
会
が
待
ち
に
待
っ
て
い
た
列
福

が
決
定
し
た
こ
と
は
と
て
も
喜
ば
し
い
こ
と

で
あ
り
ま
す
。
教
会
内
外
に
、
殉
教
者
の
存

在
と
列
福
の
意
味
を
知
ら
せ
る
貴
重
な
機
会

で
も
あ
り
、
列
福
式
そ
の
も
の
が
は
じ
め
て

日
本
で
行
な
わ
れ
る
こ
と

を
考
え
る
と
、
そ
の
影
響

が
大
き
い
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
お

祈
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

＝参加司祭の集合写真＝

＝講師のキッペス神父＝

ペトロ岐部と���殉教者

列福正式に決定

全道司祭大会開催



資産運用収入　10,000千円 

司祭寄付金　16,900千円 

献　金 

258,000千円 

49,700千円 

40,900千円 

寄付金 

指定献金・一粒会献金 
義援金 

教区負担金 

540千円 

地区分担金 

63,500千円 

教区分担金 
36,600千円 

教区本部 

　　司祭人件費 

　　8,000千円 

職員人件費 

　　19,200千円 

活動運営費 

　　16,400千円 

指定献金先へ 

一粒会へ 

災害地へ 

各地区本部 
　　司祭人件費　　64,600千円 

中央協・教皇 

庁へ分担金 

3,400千円 

 

祭儀献金 

32,000千円 

 

（地区本部会計をとっていない地区もあります） 

固定資産取得費 

　　65,900千円 

職員人件費 

　　15,800千円 

各小教区 
教
　
区
　
の
　
皆
　
さ
　
ん 

�������������������������������������������������������

［２］札幌教区ニュース／第７号

（
韓
国
・
議
政
府
教
区
）

宋
神
父
は
、
六
月
二
十
七
日

に
来
道
し
、
七
月
一
日
か
ら
山

鼻
教
会
助
任
司
祭
と
し
て
赴
任

し
て
い
る
。

二
年
前
に
、
韓
国
教
会
の
海

外
宣
教
の
動
き
に
応
じ
て
、
メ

リ
ノ
ー
ル
宣
教
会
と
の
契
約
で

日
本
に
来
日
し
て
、
東
京
で
日

本
語
を
勉
強
し
て
い
た
。

【
略
歴
】

１
９
５
７
年
９
月
１
６
日

ソ

ウ
ル
に
生
ま
れ
る

１
９
８
９
年
２
月
４
日

司
祭

叙
階

同
年
２
月
か
ら
ソ
ウ
ル
の
峙
洞

教
会
、
黙
洞
教
会
、
千
戸
洞

教
会
で
助
任
司
を
歴
任

１
９
９
４
年
２
月
か
ら
ソ
ウ
ル

平
和
教
会
、
玉
水
洞
教
会
、

新
亭
教
会
で
主
任
司
祭
を
歴

任
２
０
０
４
年
６
月

新
設
さ
れ

た
議
政
府
教
区
に
異
動

来
道
司
祭
の
紹
介

ソ
ン

ヨ
ン
ジ
ュ
ン

宋

榮
峻

神
父

��
��
��
��
��

各
小
教
区
か
ら
の
会
計
報
告

提
出
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
三
月
の
年
度
終
了
後

一
ヶ
月
と
い
う
短
い
期
間
に
も

関
わ
ら
ず
、
会
計
担
当
者
皆
様

の
ご
協
力
に
よ
り
、
札
幌
教
区

の
決
算
報
告
を
、
管
轄
官
庁
の

北
海
道
に
無
事
提
出
し
、
報
告

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
感

謝
と
と
も
に
皆
様
に
ご
報
告
申

し
上
げ
ま
す
。

か
か
る
経
済
状
況
の
中
、
皆

様
か
ら
の
献
金
・
寄
付
金
等
に

よ
り
、
二
〇
〇
六
年
度
を
無
事

に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
全
体
の
中
で
、
宣
教
活
動

に
よ
っ
て
、
前
年
度
と
変
化
の

あ
っ
た
部
分
を
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

□
教
区
本
部
の
職
員
人
件
費

司
祭
や
修
道
者
の
高
齢
化
や

召
命
者
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、

そ
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る

カ
リ
タ
ス
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

に
、
昨
年
度
か
ら
、
専
門
家
の

相
談
員
二
名
を
、
教
区
か
ら
派

遣
し
ま
し
た
。
そ
の
分
が
増
額

と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
今
年
か
ら
北
海

道
在
住
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
ケ

ア
を
中
心
に
相
談
員
の
育
成
に

あ
た
る
信
徒
宣
教
者
が
二
名
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
来
道
し
協
力

頂
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
う

人
件
費
や
住
居
費
、
活
動
費
な

ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
二
〇

〇
七
年
度
は
特
別
積
立
金
か
ら

の
取
り
崩
し
で
充
当
し
て
お
り

ま
す
。
し
か
し
、
来
年
度
以
降

は
よ
り
一
層
の
皆
様
の
ご
協
力

を
い
た
だ
か
な
い
と
い
け
な
い

状
態
に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま

す
。
そ
の
節
は
ご
協
力
を
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
専
門
的
知
識
を

も
っ
た
信
徒
の
協
力
と
活
動
力

が
、
様
々
な
場
面
で
、
司
祭
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
形
で
増
加
し
て

行
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

収
入
と
主
な
支
出
の
流
れ
を

図
式
化
し
て
み
ま
し
た
の
で
、

ご
覧
下
さ
い
。

皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

主
の
み
こ
こ
ろ
の

ま
ま
に
…

教
区
一
般
会
計
の
収
支
報
告

札札幌幌教教区区２２００００６６年年度度決決算算概概況況報報告告
（２００６年４月１日～２００７年３月３１日）

札幌教区の収入・主な支出の流れをご報告いたします。皆様のご協力に感謝いたします。
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日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
社
会

司
教
委
員
会
委
員
長
の

高
見
三
明
大
司
教
が
談

話
を
発
表
！

平
和
旬
間
と
い
う
大
切
な
期

間
を
迎
え
る
に
際
し
、
今
一
度

平
和
の
た
め
に
心
か
ら
祈
り
、

行
動
す
る
こ
と
を
皆
さ
ん
に
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

「
思
い
起
こ
せ
ば
一
九
八
一

年
、
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
が

歴
代
教
皇
の
中
で
始
め
て
日
本

の
土
を
踏
ん
で
以
来
、
す
で
に

二
十
六
年
が
経
ち
ま
し
た
。
そ

の
時
に
広
島
か
ら
全
世
界
に
向

か
っ
て
発
し
た
言
葉
『
戦
争
は

人
間
の
仕
業
で
す
。
戦
争
は
死

で
す
。』
か
ら
始
ま
る
平
和
ア

ピ
ー
ル
は
、
今
も
私
た
ち
の
心

に
深
く
響
い
て
い
ま
す
。
し
か

も
、
そ
の
内
容
は
ま
さ
に
今
の

世
界
と
日
本
の
現
状
に
対
し
て

ま
っ
た
く
変
わ
ら
な
い
大
切
な

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
含
ん
で
い
ま

す
。
世
界
各
地
で
続
い
て
い
る

暴
力
の
連
鎖
、核
拡
散
の
危
機
、

と
て
つ
も
な
い
貧
富
の
格
差
や

環
境
の
破
壊
な
ど
、
人
間
の
命

を
脅
か
し
平
和
を
壊
す
動
き
は

と
ど
ま
る
と
こ
ろ
を
知
り
ま
せ

ん
が
、
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
応

え
て
平
和
を
つ
く
ろ
う
と
努
力

し
て
い
る
人
々
が
い
る
こ
と
は

私
た
ち
に
と
っ
て
希
望
で
も
あ

り
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
戦
争
す

る
の
も
人
間
で
す
が
、
そ
の
同

じ
人
間
が
ま
た
平
和
を
も
つ
く

る
こ
と
が
で
き
る
と
信
じ
る
か

ら
で
す
。
そ
れ
は
同
時
に
、
平

和
の
た
め
に
来
ら
れ
、
今
も
私

た
ち
と
共
に
働
い
て
お
ら
れ
る

キ
リ
ス
ト
ご
自
身
が
�
平
和
の

主
�
と
信
じ
る
こ
と
で
も
あ
り

ま
す
。
小
教
区
、
各
家
庭
、
個

人
で
平
和
の
た
め
に
共
に
祈

り
、
行
動
し
て
い
た
だ
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。」

各
地
区
で
祈
り

が
捧
げ
ら
れ
る

が
、
札
幌
地
区
で

は
、
今
年
も
七
月

七
日（
土
）か
ら
八

月
十
五
日（
水
）ま

で
の
四
十
日
間
を

「
平
和
を
祈
る
四

十
日
間
」
と
し
、

改
め
て
「
平
和
」

つ
い
て
見
つ
め
な

お
す
。
七
月
七
日

に
は
、
第
二
十
二

回
七
・
七
平
和
集

会
、
七
月
十
六
日

に
は
、
円
山
教
会
を
会
場
に
出

前
学
習
「
レ
ー
ン
・
宮
沢
事
件

を
検
証
す
る
」
が
行
わ
れ
た
。

平
和
旬
間
の
行
事
と
し
て
、

次
の
計
画
を
し
て
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
参
加
と
お
祈
り
を
お

願
い
し
た
い
。

①
平
和
講
演
会

八
月
十
一
日
（
土
）
１５：

００

会
場
は
北
一
条
教
会

テ
ー
マ
は
「
信
教
の
自
由
と

正
教
分
離
」
に
つ
い
て

講
師
は
、
谷
大
二
司
教
（
さ

い
た
ま
教
区
長
）

※

「
考
え
よ
う
、
靖
国
問

題
。
あ
ん
に
ょ
ん
サ
ヨ
ナ

ラ
」
を
上
映

②
平
和
祈
願
ミ
サ

八
月
十
五
日
（
水
）
１８：
００

北
一
条
教
会
に
て

地
主
敏
夫
司
教
の
司
式

③
平
和
行
進

八
月
十
五
日
（
水
）
１９：

２０

北
一
条
教
会
か
ら
大
通
公
園

西
三
丁
目
ま
で
キ
ャ
ン
ド
ル

行
進
、
そ
の
後
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
の
皆
さ
ん
と
祈
り
の
交

流

（
札
幌
地
区
正
平
委
員
会
編
）

※
心
を
一
つ
に
し
て
、
共
に
平

和
の
た
め
に
祈
り
ま
し
ょ
う
※

神
よ

わ
た
し
た
ち
を

平
和
の
た
め
に
働
く
生
け

る
道
具
と
し
て
お
使
い
下

さ
い
。

わ
た
し
た
ち
に
、

貧
困
や
差
別
そ
し
て
不
正

義
の
も
と
で
う
め
き
苦
し

む
人
々
の
声
な
き
声
を
聞

き
分
け
、

そ
の
痛
み
を
共
感
す
る
力

を
お
与
え
下
さ
い
。

戦
争
と
暴
力
が
支
配
す
る

死
の
時
代
を
終
わ
ら
せ
、

神
の
愛
と
平
和
そ
し
て
生

命
の
喜
び
に
満
ち
あ
ふ
れ

た
世
界
を
、

と
も
に
築
く
こ
と
が
で
き

ま
す
よ
う
に
。

わ
た
し
た
ち
の
主
イ
エ

ス
・
キ
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
、

ア
ー
メ
ン
。
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北
一
条
教
会
（
カ
テ
ド
ラ

ル
）
で
は
、
献
堂
九
十
周
年
記

念
事
業
の
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の

設
置
と
、
そ
れ
に
伴
う
床
の
改

修
工
事
が
無
事
に
完
了
。

七
月
十
六
日
（
月
・
海
の

日
）
十
三
時
か
ら
、
そ
れ
を
祝

う
式
典
が
、
地
主
敏
夫
司
教
の

司
式
で
行
わ
れ
た
。
当
日
は
、

ケ
ル
ン
社
の
社
長
を
は
じ
め
と

す
る
来
賓
や
、
修
道
者
、
信
徒

が
聖
堂
一
杯
に
集
い
完
成
を

祝
っ
た
。

地
主
司
教
は
、説
教
の
中
で
、

教
会
で
は
祈
り
を
天
に
届
け
る

手
段
と
し
て
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン

は
用
い
ら
れ
て
お
り
、
上
手
に

弾
い
た
り
、
歌
っ
た
り
す
る
こ

と
も
あ
る
程
度
必
要
な
こ
と
で

あ
る
が
、
最
も
大
切
な
の
は
、

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
音
色
に
、

神
様
に
対
す
る
祈
り
を
乗
せ
る

こ
と
が
最
も
大
切
な
こ
と
で
あ

る
こ
と
。
こ
れ
か
ら
、
設
置
さ

れ
た
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
が
そ
う

い
う
意
味
で
大
い
に
活
用
さ
れ

る
こ
と
を
希
望
し
、
神
に
感
謝

す
る
と
語
ら
れ
た
。

十
五
時
か
ら
は
、
柿
落
と
し

の
演
奏
会
が
行
わ
れ
、
聴
衆
は

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
音
色
に
酔

い
し
れ
て
い
た
。
演
奏
会
の
前

に
は
、
約
一
ヶ
月
に
わ
た
る
パ

イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
設
置
状
況
を

ま
と
め
た
映
像
も
紹
介
さ
れ
、

参
加
者
か
ら
感
嘆
と
驚
き
の
声

が
あ
が
っ
て
い
た
。

＝引渡書を掲げる地主司教＝

＝パイプオルガンと演奏者＝
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札札幌幌地地区区宣宣司司評評『『平平和和旬旬間間』』
ととももにに祈祈りりままししょょうう！！

正正
義義
とと
平平
和和
のの
祈祈
りり
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［４］札幌教区ニュース／第７号

四
月
二
十
八
日
（
昭
和
の

日
）、
釧
路
地
区
宣
教
司
牧
評

議
会
が
開
催
さ
れ
た
。

釧
路
教
会
を
会
場
に
、
午
前

十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
、

テ
ー
マ
は
「
ゆ
る
し
」
と
し
、

地
区
長
カ
リ
シ
モ
神
父
さ
ま
の

み
こ
と
ば
の
祭
儀
に
始
ま
り
、

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
固
有
の
「
ゆ

る
し
の
秘
跡
」
に
つ
い
て
の
お

話
を
受
け
て
本
題
に
入
っ
た
。

こ
の
テ
ー
マ
は
さ
き
の
三
月
二

十
四
日
、
運
営
委
員
会
で
決
め

ら
れ
た
も
の
で
、
各
評
議
員
に

東
京
教
区
補
佐
司
教
幸
田
和
生

著
「
ゆ
る
し
の
力
」
を
配
布
し

て
あ
ら
か
じ
め
読
ん
で
い
た
だ

き
、
読
後
の
感
想
か
ら

一
、
そ
う
だ
ろ
う
か
？
と
疑
問

に
思
っ
た
と
こ
ろ

二
、
司
祭

に
質
問
し
た
い
と
こ
ろ

三
、

強
く
印
象
に
残
っ
た
と
こ
ろ

四
、
特
に
教
え
ら
れ
た
！
気
付

か
さ
れ
た
と
こ
ろ

な
ど
に
分

け
て
司
祭
と
事
務
局
が
回
答
・

説
明
に
当
た
っ
た
。
寄
せ
ら
れ

た
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
、
疑
問
に

思
っ
た
と
こ
ろ
十
二
項
目
、
司

祭
へ
の
質
問
は
十
六
項
目
、
特

に
教
え
ら
れ
た
！
気
付
か
さ
れ

た
と
こ
ろ
四
十
一
項
目
な
ど
を

と
り
ま
と
め
、
出
席
者
皆
で
分

か
ち
合
っ
た
。
参
加
者
は
六
十

名
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

釧
路
地
区
宣
教
司
牧
評
議
会

で
は
、
信
仰
面
の
学
び
に
力
点

を
お
き
、
平
成
十
七
年
は
「
ご

聖
体
」、
十
八
年
は
「
聖
母
マ

リ
ア
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
評
議

員
以
外
の
信
徒
に
も
参
加
を
呼

び
か
け
、
本
年
は
「
ゆ
る
し
の

秘
跡
」
で
、
特
に
多
く
の
信
徒

が
「
現
代
の
罪
と
ゆ
る
し
」
に

つ
い
て
学
び
あ
う
こ
と
が
で
き

た
と
思
わ
れ
る
。

釧
路
地
区
宣
教
司
牧
評
議
会

事
務
局

鈴
木

英
夫

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
生
き
る

た
め
に
は
Ｈ
ｏ
ｗ

Ｍ
ｕ
ｃ

ｈ
？
ナ
ン
ボ
ヤ
ネ
ン
」
生
き
る

た
め
に
必
要
な
経
費
や
収
入

は
？

一
緒
に
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

そ
し
て
日
本
全
国
か
ら
集
ま
っ

た
仲
間
と
意
見
や
親
睦
を
深
め

交
流
し
、
楽
し
い
有
意
義
な
時

間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
！

【
開
催
日
】

二
〇
〇
七
年
九

月
十
五
日
（
土
）
〜
十
七
日

（
月
・
祝
）
の
三
日
間
（
途

中
参
加
も
歓
迎
）

【
場
所
】

札
幌
働
く
人
の
家

白
石
区
栄
通
二
丁
目
一
一
―

一
三

【
参
加
費
】

四
千
円（
食
費
・

宿
泊
費
込
）
※
交
通
費
は
各

自
負
担

【
問
合
せ
】

札
幌
Ｊ
Ｏ
Ｃ

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
一
一
（
八
五

九
）
二
五
六
七

jocm
oi@
hotm

ail.co.jp
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札
幌
働
く
人
の
家
担
当
司
祭

の
谷
内
武
雄
神
父
（
山
鼻
教
会

主
任
）
は
、
司
祭
も
高
齢
化
に

な
っ
て
、
様
々
な
問
題
が
出
て

き
て
い
る
が
、
札
幌
働
く
人
の

家
の
賛
助
会
員
の
方
々
も
大
分

高
齢
化
が
進
み
、
新
た
な
賛
助

会
員
を
募
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
、
こ
れ
か
ら
活
動
は
先
細
り

と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ

で
は
い
け
な
い
の
で
、
新
た
な

賛
助
会
員
へ
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
て
い
き
た
い
と
語
っ
た
。

連
絡
先

札
幌
働
く
人
の
家

〇
一
一（
八
五
九
）二
五
六
七
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七
月
二
十
三

日
―
二
十
四
日

の
二
日
間
札
幌

ガ
ー
デ
ン
パ
レ

ス
で
、
第
四
十

回
の
節
目
と
な

る
北
カ
幼
の
園

長
教
職
員
研
修

大
会
が
開
催
。

全
道
か
ら
三
一

〇
名
余
り
の
教

職
員
が
集
い
会

場
は
熱
気
に
溢

れ
て
い
た
。

第
一
日
目
は
、
会
長
の
地
主

敏
夫
司
教
、
理
事
長
の
久
野
勉

神
父
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
永
年

勤
続
の
表
彰
を
行
い
、
午
後
二

時
か
ら
「
命
は
神
様
か
ら
の
も

の
―
食
べ
物
を
通
し
て
子
ど
も

た
ち
に
伝
え
る
―
」
を
テ
ー
マ

に
、
コ
ン
グ
レ
ガ
シ
オ
ン
・

ド
・
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
の
津
田
和

加
子
シ
ス
タ
ー
（
桜
の
聖
母
短

期
大
学
生
活
科
学
科
准
教
授
）

の
講
演
が
行
わ
れ
た
。
津
田
シ

ス
タ
ー
は
、
主
の
祈
り
と
食
育

の
関
係
を
、歯
の
種
類
と
本
数
、

子
ど
も
へ
の
指
導
な
ど
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
交
え
な
が
ら
と
て
も

分
か
り
や
す
く
話
さ
れ
た
。

ま
た
、
あ
り
が
と
う
（
良
い

点
を
語
る
）
と
、
ご
め
ん
な
さ

い
（
自
分
の
い
た
ら
な
か
っ
た

点
を
語
る
）
で
行
う
「
反
省
会

の
あ
り
方
」
や
、
相
手
を
攻
め

る
の
で
は
な
く
、
自
分
の
気
持

ち
を
語
る
「
夫
婦
喧
嘩
の
仕

方
」な
ど
も
楽
し
く
紹
介
し
た
。

夕
方
五
時
三
十
分
か
ら
は
、

第
四
十
回
を
記
念
す
る
式
典
が

行
わ
れ
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
で
そ
れ
ぞ
れ
交
流
を
深
め

た
。二

日
目
は
、
四
十
回
の
大
会

の
歴
史
を
映
像
を
見
な
が
ら
、

シ
ス
タ
ー
天
野
の
ト
ー
ク
を
交

え
て
振
り
返
っ
た
。

司
祭
や
修
道
者
の
高
齢
化
が

進
む
中
、
信
徒
若
し
く
は
未
信

者
の
方
の
園
長
や
教
職
員
が
増

加
の
傾
向
に
あ
り
、
益
々
カ
ト

リ
ッ
ク
の
精
神
を
浸
透
さ
せ
て

い
く
こ
と
が
大
切
な
要
素
を
占

め
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

今
回
の
研
修
を
生
か
し
、
カ
ト

リ
ッ
ク
の
心
や
生
き
方
を
、
保

育
の
現
場
で
生
か
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
な
こ
と
と
な
る
で
あ

ろ
う
。

八
月
二
十
五
日（
土
）午
後
二
時
か
ら
札
幌
・
北
一
条
教
会
で
、
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を
支
援
す
る
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
る

支
援
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会
（
委
員
長

手
戸

一
郎
）主
催
。
今
回
は
、
マ
ン
ド
リ
ン
、
フ
ル
ー
ト
、

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
が
演
奏
さ
れ
る
予
定
。
入
場
料
は
無

料
。
ミ
ニ
バ
ザ
ー
や
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
も
同
時
に
開
催

さ
れ
る
。皆
様
の
ご
支
援
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

問
合
せ
は
、
事
務
局
〇
一
一（
二
六
一
）二
一
八
八
へ

釧釧
路路
地地
区区
のの
近近
況況

北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北
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＝幼児教育の現場で

カトリックの心と生き方を大切に＝
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若若
者者
なな
らら
誰誰
でで
もも
歓歓
迎迎
しし
まま
すす
！！
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雪
の
聖
母
園
の
創
設
者
で
あ

る
木
内
神
父
縁
の
品
々
を
展
示

す
る
資
料
室
が
整
備
さ
れ
た
と

聞
き
、
過
日
、
訪
れ
て
み
た
。

整
備
に
あ
た
っ
た
職
員
の
一

人
で
あ
る
蛯
子
氏
は
「
旧
園
舎

の
取
り
壊
し
の
際
に
、
し
ま
っ

て
あ
っ
た
品
々
が
日
の
目
を
見

た
。上
坂
園
長
等
と
相
談
し
て
、

是
非
、
皆
さ
ん
に
も
見
て
頂
こ

う
と
資
料
室
を
整
備
し
ま
し

た
。
展
示
用
の
プ
レ
ー
ト
ス
タ

ン
ド
も
、
木
内
神
父
が
彫
刻
が

好
き
だ
っ
た
の
を
思
い
起
こ
し

な
が
ら
、
在
り
し
日
の
こ
と
を

思
い
出
し
、
敷
地
内
に
あ
る
え

ん
じ
ゅ
の
木
を
使
っ
て
、
心
を

込
め
て
作
り
ま
し
た
。
記
念
の

品
々
を
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
覧

頂
き
、
雪
の
聖
母
園
の
歴
史
と

活
動
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
一

助
と
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま

す
。」
と
語
っ
て
い
た
。

ま
た
、
同
職
員
の
田
中
さ
ん

の
話
で
は
、「
私
は
務
め
始
め

て
五
年
ほ
ど
で
、
昔
の
こ
と
は

そ
れ
程
詳
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
訪
れ
た
方
の
中
に
は
、
万

感
迫
っ
て
、
資
料
室
か
ら
中
々

出
て
く
る
こ
と
が
で
き
な
い
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
」
と
話

し
て
下
さ
っ
た
。

資
料
室
に
あ
る
写
真
や
、
木

内
神
父
縁
の
品
々
か
ら
は
、
木

内
神
父
始
め
、
創
設
当
時
か
ら

施
設
運
営
に
携
わ
っ
た
方
々
の

苦
労
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が

あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

そ
し
て
、
同
時
に
、
そ
の
意
志

は
今
も
脈
々
と
続
い
て
い
る
気

が
し
た
。

国
の
法
改
正
な
ど
に
よ
り
、

現
在
の
施
設
運
営
に
は
、
設
立

当
時
と
は
違
っ
た
様
々
な
苦
労

が
待
ち
受
け
て
い
る
だ
ろ
う

が
、
こ
の
資
料
室
を
垣
間
見
る

限
り
、
キ
リ
ス
ト
へ
の
深
い
信

仰
と
、
謙
虚
に
熱
く
生
き
る
こ

と
の
大
切
さ
を
改
め
て
考
え
さ

せ
ら
れ
た
。

こ
れ
も
神
様
の
み
こ
こ
ろ
な
の

だ
ろ
う
。
…
神
に
感
謝
。

九
月
中
旬
に
発
行
。

過
去
の
英
雄
物
語
で
は
な
く
、

そ
の
時
代
を
生
々
し
く
生
き
た

殉
教
者
た
ち
の
霊
性
を
通
し

て
、
現
代
に
生
き
る
私
た
ち
を

神
の
あ
か
し
へ
と
招
く
内
容
。

図
版
や
写
真
も
多
数
収
録
。

Ａ
５
版
、
６８
頁
、
三
五
〇
円

ペ
ト
ロ
文
庫
か
ら
、
教
皇
ベ
ネ

デ
ィ
ク
ト
十
六
世
の
「
霊
的
講

話
集
」
が
二
刊
発
行
。

二
〇
〇
五
に
は
、
教
皇
就
任
ミ

サ
説
教
な
ど
全
三
十
六
講
話
が

収
録
。（

税
込
一
、
〇
五
〇
円
）

二
〇
〇
六
に
は
、
話
題
を
呼
ん

だ
レ
ー
ゲ
ン
ス
ブ
ル
ク
大
学
で

の
講
演
な
ど
全
七
十
三
講
話
が

収
録
。（

税
込
一
、
二
六
〇
円
）

教区・各地区の行事予定

◆
教

区

８
月

２７
日（
月
）
〜
２８
日
（
火
）
教
区
司
祭
月
例
会
（
花
川
マ
リ
ア
院
）

９
月

２３
日（
日
）

国
際
デ
ー
（
北
１
条
教
会
）

２４
日（
月
）
〜
２８
日
（
金
）
教
区
司
祭
黙
想
会
（
ト
ラ
ピ
ス
ト
）

１０
月

６
日（
土
）

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
再
宣
教
百
周
年
記
念
ミ
サ
・
式
典
（
北
１１
条
教
会
）

２１
日（
日
）

浅
沼
正
三
師
納
骨
式
（
白
石
墓
地
）

２９
日（
月
）
〜
３０
日
（
火
）
教
区
司
祭
月
例
会
（
花
川
マ
リ
ア
院
）

◆
札
幌
地
区

８
月

８
日（
水
）

地
区
宣
司
評
事
務
局
会
議
（
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
ハ
ウ
ス
）

１５
日（
水
）

平
和
祈
願
ミ
サ
・
平
和
行
進
（
北
１
条
教
会
）

２５
日（
土
）

要
理
講
座
６

９
月

５
日（
水
）

地
区
宣
司
評
事
務
局
会
議
（
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
ハ
ウ
ス
）

１６
日（
日
）

地
区
宣
司
評
第
３
回
評
議
会
（
北
２６
条
教
会
）

２９
日（
土
）

要
理
講
座
７

１０
月

３
日（
水
）

地
区
宣
司
評
事
務
局
会
議
（
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
ハ
ウ
ス
）

７
日（
日
）

使
徒
職
大
会
（
藤
学
園
）

２１
日（
日
）

共
同
墓
参
（
円
山
・
里
塚
・
白
石
墓
地
）

２７
日（
土
）

要
理
講
座
８

◆
函
館
地
区

８
月

９
日（
木
）

平
和
祈
祷
集
会
（
湯
川
教
会
）

９
月

２
日（
日
）

合
同
堅
信
式
（
宮
前
町
教
会
）

１６
日（
日
）

合
同
墓
参

１０
月

６
日（
土
）
〜
７
日
（
日
）
合
同
黙
想
会

講
師
・
雨
宮
慧
師
（
宮
前
町
教
会
）

◆
釧
路
地
区

９
月

２
日（
日
）

地
区
信
徒
大
会
（
釧
路
教
会
）

◆
旭
川
地
区

８
月

１
日（
水
）
〜
３
日
（
金
）
各
教
会
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

５
日（
日
）
〜
６
日
（
月
）
東
京
・
北
海
道

青
少
年
交
流
会

１５
日（
水
）

旭
川
市
内
合
同
墓
参

２６
日（
日
）

旭
川
市
内
合
同
ミ
サ
（
旭
川
５
条
教
会
）

９
月

３
日（
月
）
〜
８
日
（
土
）
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
黙
想
会

１１
日（
火
）

旭
川
市
内
教
会
連
絡
会
議

２２
日（
土
）
〜
２３
日
（
日
）
旭
川
地
区
信
徒
黙
想
・
研
修
会

２３
日（
日
）

旭
川
市
内
合
同
ミ
サ

３０
日（
日
）

旭
川
市
内
合
同
ミ
サ

１０
月

３
日（
水
）
〜
４
日
（
木
）
旭
川
地
区
司
祭
会
議

７
日（
日
）

旭
川
地
区
カ
ト
リ
ッ
ク
大
会
・
百
周
年

２８
日（
日
）

旭
川
市
内
合
同
ミ
サ
・
合
同
初
聖
体

◆
北
見
地
区

８
月

２６
日（
日
）

カ
ト
リ
ッ
ク
大
会
（
北
見
教
会
）

１０
月

上
旬

地
区
宣
教
司
牧
評
議
会
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中
央
協
議
会
出
版
部

か
ら
発
刊
！
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七
月
十
五
日
（
日
）
午
後
二

時
か
ら
月
寒
教
会
に
お
い
て
、

昨
年
七
月
二
十
日
に
帰
天
さ
れ

た
ア
シ
ジ
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
澤

田
茂
神
父
の
追
悼
ミ
サ
が
行
わ

れ
た
。
地
主
敏
夫
司
教
の
司
式

で
、二
〇
〇
人
余
り
の
修
道
者
、

信
徒
が
参
列
し
、
在
り
し
日
の

澤
田
神
父
を
偲
ん
だ
。

地
主
司
教
は
説
教
の
中
で
、

同
年
代
の
司
祭
が
他
界
す
る
こ

と
が
増
え
て
き
て
、
神
様
に
生

か
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
本
質
を

見
つ
め
な
お
す
、
あ
る
意
味
で

よ
い
機
会
を
与
え
ら
れ
て
い
る

と
語
り
、
神
様
の
み
旨
に
従
っ

て
共
に
生
き
て
い
き
ま
し
ょ
う

と
結
ば
れ
た
。

◆
十
勝
カ
ル
メ
ル
修
道
会

Sr.
お
告
げ
の
マ
リ
ア

林

千
鶴
子

創
立
間
も
な
い
日
本
の
カ
ル

メ
ル
会
に
お
い
て
、
数
多
く
の

カ
ル
メ
ル
の
著
作
を
日
本
語
に

翻
訳
す
る
作
業
に
尽
力
さ
れ

た
。
修
道
生
活
６８
年

享
年
８８
歳

【
略
歴
】

１
９
１
９
年
４
月
３
日

東
京

に
生
ま
れ
る

１
９
３
９
年
４
月
３０
日

東
京

三
位
一
体
修
道
院
に
入
会

１
９
４
３
年
１０
月
１５
日

初
誓

願
１
９
４
７
年
１０
月
１５
日

西
宮

創
立
に
参
加

１
９
６
２
年
１１
月
１４
日

月
形

創
立
に
参
加

１
９
９
０
年
１１
月
１４
日

十
勝

創
立
に
参
加

２
０
０
７
年
５
月
１６
日

帰
天

◆
マ
リ
ア
の
宣
教
者
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
修
道
会

Sr.
ヨ
ハ
ン
ナ
・
ベ
ル
ク
マ
ン
ス

佐
藤

ツ
ヨ

天
使
病
院
、
天
使
印
刷
で
長

年
奉
職
さ
れ
た
。
修
道
生
活
７４

年享
年
９８
歳

【
略
歴
】

１
９
０
９
年
１
月
１
日

留
寿

都
村
で
生
ま
れ
る

１
９
３
３
年
１２
月
８
日

入
会

１
９
３
８
年
１０
月
１１
日

終
生

誓
願
宣
立

２
０
０
７
年
６
月
４
日

帰
天

◆
殉
教
者
聖
ゲ
オ
ル
ギ
オ
の
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
修
道
会

Sr.
Ｍ
・
テ
オ
フ
ィ
ラ

板
垣
淑
子

看
護
師
の
資
格
と
実
力
を
生

か
し
、
修
道
会
運
営
の
老
人
施

設
で
指
導
員
、
施
設
長
と
し
て

活
躍
、
又
、
一
関
、
青
森
、
札

幌
の
保
育
園
で
保
母
、
園
長
と

し
て
も
活
躍
さ
れ
た
。
花
川
マ

リ
ア
院
の
院
長
を
勤
め
ら
れ
た

後
、
２
０
０
４
年
か
ら
札
幌
マ

リ
ア
院
で
過
ご
さ
れ
た
。

享
年
７７
歳

【
略
歴
】

１
９
３
０
年
１２
月
４
日

上
砂

川
町
で
生
ま
れ
る

１
９
５
５
年
３
月
２４
日

札
幌

マ
リ
ア
院
聖
堂
に
て
受
洗

１
９
５
６
年
９
月
１５
日

入
会

１
９
５
９
年
８
月
１２
日

初
誓

願
１
９
６
４
年
９
月
２３
日

終
生

誓
願

２
０
０
７
年
７
月
１
日

帰
天

※

亡
く
な
ら
れ
た
皆
様
の
神

様
の
御
許
で
の
安
息
を
お
祈
り

下
さ
い
。

�

�

�

�

神
学
院
通
信
を
拝
見
す
る

と
、
今
年
の
神
学
生
は
、
札

幌
教
区
の
二
名
を
含
め
て
総

勢
三
十
五
名
。
各
自
有
意
義

な
時
間
を
過
ご
し
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
通
信
の
中
に
、

神
学
生
に
向
け
て
お
二
人
の

特
別
寄
稿
が
掲
載
さ
れ
て
い

た
。「
金
祝
を
迎
え
て
」と
題

し
た
浜
尾
文
郎
枢
機
卿
と
、

「
殉
教
者
に
見
る
司
祭
の

姿
」
と
題
し
た
溝
部
脩
高
松

教
区
司
教
の
文
で
あ
る
。
そ

れ
ぞ
れ
、
司
祭
に
と
っ
て
大

切
な
こ
と
を
訴
え
て
お
ら
れ

る
が
、同
時
に
、信
徒
に
と
っ

て
も
と
て
も
大
切
な
こ
と
で

あ
る
と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

浜
尾
枢
機
卿
は
、
海
外
で

過
ご
し
た
経
験
か
ら
、
そ
の

人
を
、
何
人
で
、
ど
こ
の
民

族
だ
か
ら
こ
う
で
あ
る
と
判

断
す
る
こ
と
が
無
く
な
り
、

そ
の
人
だ
か
ら
こ
う
な
ん
だ

と
見
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う

に
な
っ
た
。
最
初
持
っ
て
い

た
外
国
人
に
対
す
る
劣
等
感

や
優
越
感
が
無
く
な
っ
た
。

是
非
、
ア
ジ
ア
や
太
平
洋
の

島
々
を
訪
れ
、
そ
の
国
の

人
々
と
友
達
に
な
っ
て
国
際

人
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
そ
し

て
、
司
祭
の
召
出
し
は
叙
階

か
ら
が
始
ま
り
、
主
イ
エ
ス
の

よ
う
に
、
関
わ
る
相
手
を
選
ば

な
い
こ
と
が
司
祭
の
姿
。
自
分

の
好
み
に
よ
っ
て
相
手
を
選
ぶ

の
で
は
な
く
、
今
現
わ
れ
る
相

手
に
謙
虚
に
関
わ
る
こ
と
。
受

身
で
仕
方
な
く
守
る
の
で
は
な

く
積
極
的
に
恵
み
と
し
て
受
け

入
れ
て
ほ
し
い
。
司
祭
は
万
能

で
な
く
、限
界
の
あ
る
身
分
で
、

そ
れ
を
謙
虚
に
受
け
入
れ
て
ほ

し
い
と
結
ば
れ
て
い
る
。

ま
た
、
溝
部
司
教
は
、
今
回

列
福
さ
れ
る
一
八
八
名
中
の
四

名
の
司
祭
の
殉
教
を
取
り
上
げ

て
い
る
。
殉
教
し
た
「
奉
げ
つ

く
す
」
司
祭
の
姿
の
実
現
に
触

れ
、
今
一
度
、
自
分
の
こ
と
を

振
り
返
り
、
生
涯
を
か
け
て
、

キ
リ
ス
ト
に
恋
焦
が
れ
て
生
き

る
熱
い
思
い
が
あ
る
の
か
考

え
、
決
意
を
新
た
に
し
て
、
司

祭
職
を
燃
え
て
生
き
る
こ
と
の

大
切
さ
を
勧
め
て
い
る
。

私
た
ち
信
徒
も
今
、「
キ
リ

ス
ト
に
恋
焦
が
れ
て
生
き
て
い

る
」
か
ど
う
か
を
見
つ
め
直
す

こ
と
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
し
て
、
自
分
は
無
力

な
存
在
で
あ
る
が
故
に
、
謙
虚

な
気
持
ち
で
キ
リ
ス
ト
に
倣
っ

て
生
き
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

こ
と
を
見
つ
め
直
す
べ
き
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
by
風

太
郎
）

■

編
集
後
記

■

学
校
の
夏
休
み
が
始
ま
り
、

教
会
学
校
の
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

や
夏
期
合
宿
が
行
わ
れ
て
い

る
。
自
然
に
ふ
れ
、
友
達
と
ふ

れ
あ
い
、
神
父
や
神
学
生
と
ふ

れ
あ
い
、
子
ど
も
た
ち
は
、
普

段
の
生
活
と
は
違
っ
た
体
験
を

し
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

ふ
と
立
ち
止
ま
り
、
日
常
の

生
活
と
は
違
っ
た
生
活
を
す
る

こ
と
は
、
自
分
を
見
つ
め
な
お

す
良
い
機
会
で
あ
る
。
現
代
に

あ
っ
て
、
身
体
を
休
め
る
こ
と

は
と
て
も
重
要
な
こ
と
で
あ

る
。
そ
し
て
、
心
を
休
め
る
こ

と
は
も
っ
と
重
要
な
こ
と
で
あ

る
。慌

し
い
生
活
の
中
で
は
、
神

様
と
ゆ
っ
く
り
向
き
合
う
こ
と

も
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
だ
か
ら

こ
そ
、
夏
休
み
な
ど
時
間
的
に

余
裕
の
あ
る
時
に
、
子
ど
も
た

ち
と
一
緒
に
、
大
人
の
方
も
、

神
様
あ
る
い
は
神
様
が
創
造
し

た
も
の
と
向
き
合
い
、
語
り
合

う
時
間
を
持
っ
て
み
て
は
ど
う

だ
ろ
う
か
。

そ
う
す
れ
ば
、
身
体
も
休
ま

り
、
心
も
休
む
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
神
様

の
創
造
物
で
あ
る
「
自
然
」
や

「
動
物
た
ち
」
の
存
在
意
義
を

改
め
て
考
え
て
み
る
良
い
機
会

に
し
て
頂
き
た
い
と
考
え
る
。

編
集
子

澤
田
茂
神
父
追
悼
ミ
サ

訃

報


